
公益社団法人土木学会 「第 32 回報道機関懇談会」のご案内 

 
日時：平成 24 年 11 月 13 日（水）12:00 集合～16:00 頃解散 

集合場所：北総線 矢切駅（千葉県松戸市下矢切 120） 

 
■ 視察の見どころ ■ 

首都圏では環状道路が整備途上にあるため、都心部を通過するだけの車が都心部に流れ込み、慢性的な渋滞が発生しています。渋滞を避け

ようとする車が生活道路を抜け道に使って、そのために事故が増えるなどの問題も生じています。また、東日本大震災を経験して、復旧のス

ピードは道路の確保に大きく依存していることを再認識させられました。複数のルートがあれば、人々の安全や安心感が高まることはいうま

でもありません。 

東京外かく環状道路（外環）は、これらの問題を解決する切り札として、平成 27 年の全線開通を目指して工事が進んでいます。現在、外

環（千葉県区間）は、都県境～高谷 JCT 間の延長 12.1km の区間で工事が進んでおりますが、今回の視察区間は、そのうちの松戸 IC から京葉

JCT(外環と京葉道路の接続部)をつなぐ延長約 7km です。この区間は、住宅密集地を通過することから、ほぼ全線が半地下構造となっていま

す。 

鉄道（京成本線）の横断箇所や道路（京葉道路）との接合部での最新技術を駆使した工事を見ることのできるこの機会にぜひご参加いただ

き、外環工事の現状把握にお役立ていただければ幸いです。 

 
①矢切駅（集合）⇒②現地事務所⇒③松戸インターチェンジ⇒ 

④京成本線横断箇所⇒⑤京葉ジャンクション⇒⑥市川駅（解散） 

今回の視察区間（道路延長約 7km）
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【別紙参照】 

・京成本線交差部 

・国道 14 号交差部 

・JR 総武線交差部 


